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▲穴口横穴の河原石による閉塞状況

埋蔵文化財包蔵地 穴口横穴

　穴口横穴は、比木公民館西側にある丘陵の南側
斜面に立地し、昭和63年７月12日に茶園改植中に
1基の横穴が発見され、翌年の８月１日から９月17
日まで、発掘調査が行われました。
　平面形は胴張方形もしくは壺

つぼ
形で、断面形はドー

ム状となっています。遺体を埋葬した玄室の幅は
2.2㍍、高さ1.8㍍、奥行き1.9㍍です。入り口から
玄室まで続く羨

えん
道
どう

部は、長さ1.4㍍、幅0.8㍍、高さ
１～1.2㍍で、この羨道部には人の頭位の大きさの
河原石が４段ほど積まれていました。人が入らない
ように封鎖する目的で設置した閉

へい
塞
そく

石で、ほぼ完全
に封鎖された状態で残っていたことから、未発掘の
状態であったと思われます。
　発見された副葬品は、古墳時代後期 ( ７世紀中頃 )
から奈良時代 ( ８世紀初頭 ) の土

は
師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

が出
土しています。土

は
師
じ

器
き

は口径が16㌢の坏
つき

で、赤色
顔料が全面に塗られ、内面に暗文が認められます。
　発掘調査が行われた場所には現在、「穴口古墳」と
刻んだ石碑が建てられています。
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５
号
機
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
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電
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で
、
人
為
的
ミ
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よ
る
原
子
炉

施
設
保
安
規
定
の
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
す
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い
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い
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、
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岡
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４
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。
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。
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復
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忘
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至
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直
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的
な
原
因
の
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策
と
し
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そ
れ
ぞ

れ
の
ス
イ
ッ
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管
理
札
を
付
け

る
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機
器
の
待
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状
態
確
認
の
強
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い
っ
た
対
策
を
図
る
と
と
も

に
、
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回
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事
象
の
背
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に
潜
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で
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踏
み
込
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析
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行
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石
原
市
長
は
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改
善
策
を
し
っ
か

り
実
施
し
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後
は
人
的
ミ
ス
の
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し

い
」と
伝
え
ま
し
た
。

茶園改植中に発見された横穴
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